
県立広島大学 保健福祉学部
　理学療法学コース  金井 秀作・高宮 尚美
　作業療法学コース  坂本 千晶

～県立広島大学と三原市市民大学校（旧老人大学）
とのコラボレーションを目指して～





◎社会変化に対応するため，人々は絶えず新しい知識や技術の習得を迫られている

　Ⅰ　三原市民の生涯学習ニーズを検証する

・「生きがい」と「健康状態」について
　　健康であると認識している人ほど生きがいを感じている傾向にあった。
・「現在の活躍」と「生きがい」について
　　生きがいを感じている人ほど活躍している傾向にあった。
・「現在の活躍」と「健康状態」について

　　健康であると認識している人ほど活躍している傾向にあった。
　　仕事をしている人は，していない人に比べ活躍している傾向にあった。
・「健康」だが「活躍」していない理由

　　「必要な情報が入らない」，「きっかけがない」，「仲間がいない」，
　　「希望する活動する場が身近にない」という意見が多かった。
・「今後の活躍の意向」と「生きがい」，「現在の活躍」について
　　生きがいを感じている人，現在活躍している人ほど今後の活躍に前向きであることが分かった。
・今後，学びたい内容について
　  「健康の維持・増進」が最多であった。

三原市内に居住する50歳から69歳の男女標本数2000名（有効回答率29.9%）



　Ⅱ "実学"講座を企画・実施



　Ⅲ "実学"講座（演習）を企画・実施



【“トビラ”と“ステップ”成果】
①全回にて授業評価（満足度）はかなり高いものとなった。
②継続を希望する声が多かった。
③当初想定では有料化と６講座連続受講が前提条件であっ
たため，時間的に余裕がある70歳以上のリタイア世代が中
心になると危惧されたが50代～60代で約７割を占める結果
となった。

知識教養の向上を目的している受講生がほとんど。
業務研修のような目先の活用を主目的にしていない。

“実学”教養(系統学的学び)のニーズ



令和２ 年度 県立広島大学研究開発助成事業

主たる事業目的の一つとして
シニア世代を中心とする市民が， 仕事や趣味， 学習
や地域活動などを通じて， 社会とのつながりをもち，

いつまでも健康に活躍できる仕組みを構築する。



完成形へ



教養とは…







第四の教育改革：ゆとり教育「ゆとりある学校生活」
1976年（昭和51年）～

1980年度（昭和55年）のゆとり教育：自ら考え正しく判断できる力をもつ児童
生徒の育成

＜１９８１年「生涯学習」という言葉がはじめて使用される＞

1992年度（平成元年）のゆとり教育：社会の変化に自ら対応できる心豊かな
人間の育成

　・年間授業時数の縮減（年間70単位時間）
　・完全学校週5日



第五の教育改革：
2020年教育改革
新学習指導領が、
次の3つの資質・能力の身につけることを目的にしています。

•学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」
•生きて働く「知識・技能」
•未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」





・現在
博士（法学） 博士（アメリカ研究）
博士（医学） 博士（都市・地域計画）
博士（工学） 博士（生命システム科学）
博士（文学） 博士（システム生命科学）
博士（理学） 博士（スポーツ科学）
博士（農学） 博士（獣医学）
博士（化学） 博士（看護学）
博士（史学） 博士（保健学）
博士（神学） 博士（障害科学）　...100種を超える

県立広島大学，尾道市立大学，広島大学，，，

大学とは？

学術の中心として、 とともに、深く専門
の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を
展開させることを目的

・1887年
法学博士
医学博士
工学博士
文学博士
理学博士





自発学習，自己決定，継続（意欲）

主体性と思考力

これらを上げるためには…

自発　　自決　　継続

主体性　　　 思考力

その基礎となるのが．．．



みはら市民大学の既存の趣旨に
“生涯学習”の意義を加える，すなわち

老人のための学び舎からのステップアップ

“実学”教養の学びへ

みはら市民大学（旧老人大学）

座学系 運動系

編物，生花，陶芸，レザークラフト，パッチ
ワーク，囲碁 ，脳力トレーニング，料理，

英会話，俳句，写真，水彩画，日本画，筆
ペン，書道，絵手紙，民謡，大正琴，パソ
コン，スマホ…

健康体操，太極拳，
ヨガ，スポーツ吹き
矢，コーラス，カラオ
ケ…









産官学連携視点での生涯学習

〇「三原市」
　　市民への新たな生涯学習の提供
〇「市民大学校」
　　既存講座とは異なる学びの提供
〇「県立広島大学」
　　地域貢献・学生の学びの提供



＜講義風景＞

　

　

学生による受付対応　　　講義風景　　　　ディスカッション

　

感染対策（入退室） 　　　講義風景　　　　　　　演習　　　　　　　　　　

　

　

　共同作業での　　　　　　演習　　　　　　　　　実習
　フェイスガード　　　　　　



ご存知でしょうか．．．

高校生までと

大学生の違い？

「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



Robert James Havighurst（1900-1991）

成長段階 発達課題

乳幼児期

・歩行、食事、話すことの、排泄の学習
・性の相違及び性の慎みの学習
・社会や事物についての単純な概念形成
・両親、兄弟との人間関係についての学習
・正・不正を区別することの学習と良心を発達させること

児童期

・遊びを通じての身体的技能の学習
・成長する生活体としての自己に対する健全な態度の養成
・同年齢の友達と仲良くすることの学習
・男子または女子としての正しい役割の学習
・読み、書き、計算の基礎的技能を発達させること
・日常生活に必要な概念を発達させること
・良心、道徳性、価値の尺度を発達させること
・自立的な人間形成、社会的集団に対する態度を発達させること

青年期

・同年齢の男女両性との洗練された新しい関係
・自己の身体構造を理解し、男性または女性としての役割を理解すること
・両親や他の大人からの情緒的独立、経済的独立に関する自信の確立
・職業の選択及び準備
・結婚と家庭生活の準備
・市民として必要な技能と概念の発達
・社会人としての自覚と責任ある行動をとること

・行動の指針としての価値や論理の体系の学習、自己の世界観を持ち他人と調和しつつ自分の価値体系
を守る

「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



壮年期

・配偶者の選択、結婚相手との生活の学習
・家庭生活の出発（第一子をもうけること）
・子どもの養育、家庭の管理
・就職（壮年初期）
・市民的責任の負担、適切な社会集団の選択

中年期

・大人としての市民的社会的責任の達成
・一定の経済的生活水準の確立と維持
・十代の子どもたちが、信頼できる幸福な大人になれるよう援助すること
・大人の余暇活動を充実すること
・自分と自分の配偶者をひとりの人間として結びつけること
・中年期の生理的変化を理解し、これに適応すること
・老年の両親への適応

老年期

・肉体的な強さと健康の衰退に適応すること
・引退と減少した収入に適応すること
・配偶者の死に適応すること、死への準備
・自分と同年輩の老人たちと明るい親密な関係を確立すること
・肉体的生活を満足におくれるよう準備態勢を確立すること

「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



人々が自己の充実・啓発や生活の向上のために、
自発的意思に基づいて行うことを基本とし、
必要に応じて自己に適した手段・方法を
自ら選んで、

生涯を通じて行う学習

「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



■覚せい剤は薬になる（1940年代まで）

　▲体に良いわけありません！
■高血圧は体に良い（1940年代まで）
　？体の隅々にまで血流を送ることができる
　▲脳出血・脳血栓を引き起こす！

むかしの常識は
いまの非常識...

「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



ちょっと前の常識は
いまでも常識...？

×傷は乾かすと早く治る？
×脳卒中マヒには手足をマッサージ？
▲ケガの予防にストレッチを入念に？
▲BMI *(Body Mass Index:

別称ケトレー指数 )は病気予測？

「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



昨日の常識は
今日変わっているかも
知れません...

「学びのヒヤク」
　講義内容の一部紹介



＜授業感想＞
講義の終了時に宿題の位置づけで感想文課題を実施

　⇒毎回提出率は高く，受講態度でも十分感じられた　
　　ことであるがモチベーションの高さを示していた。

　⇒内容について難易度等に関する感想だけではなく，
　　改めて自身で学びを深めた結果を報告されている
　　ものもあり，アクティブラーニングとしての成果
　　も垣間見れた。



＜アンケート＞

本講座の終了時に受講者情報，および“学びの成果”
に関してのアンケートを実施

　①性別　　　　　　　　　　　②年代

男性29%

女性67%

無回答4%
61～65歳4%

66～70歳29%

71～75歳33%

76～80歳13%

81～85歳13%

86～90歳4%
無回答4%



＜アンケート＞
　③出席回数　　　　　　　④受講目的（複数回答）

５回

13%

６回

29%
７回

58%
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＜アンケート＞
　⑤ 満足度　　　　⑥理解度　　　　⑦活用度

理解できた71%

よく理解できた
25%

どちらとも
いえない4% おおいに活用

できそう46%
活用できそう
50%

あまり活用できそうにない4%

とても満足した
42%

満足した50%

満足できない部分
があった4%

無回答4%



＜アンケート＞
　⑧活用場所（複数回答）　　⑨学生の参加

とてもよかった71%

よかった29%

家庭48%

職場2%

友人，知人32%

地域16%

その他2%



＜アンケート＞
　⑩感想文の提出（課題）　⑪負担してもよいと感じる
　　　　　　　　　　　　　　受講料（１講座あたり）

500円まで（計
3,500円まで）
62%

1,000円まで（計
7,000円まで）38%

とてもよかった
21%

よかった
63%

ないほうが
よかった8%

どちらともいえない8%



◎市民大学主催＋県大三原地連C共催＋三原市後援で
の特別講座として継続実施することを提案する。
　・有料化による継続（\800／回，全７回）
　・募集５４名（９名×６グループ）＋学生６名
◎県大教養スクールは市民大学の設置目的である「学
生相互の協調を重視して，自らの生きがいを求めて学
習し，社会に貢献しながら，より豊かな生活を築くた
めに開設する。」に共鳴できる講座である。しかしな
がら市民大学内規にある受講対象年齢［満55歳以上］
に縛られるべきではない。この年齢制限については今
後の改変を提案する。


